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【学 フォーラム】 

 

する と産 の今  

愛知産業大学 経 学  経 学  本  

 

要 旨 

 地域産業が える課題について 目し、その として 産 における定 開 の

を する。 

 

１． 地域産業活性について 

 地域産業の でもとりわけ、JAが 産 の課題 をするための ランとなって

いる。その課題を することで目指す理 の としては、 で になっていた産

での の再開と くの について に 知してもらい、 産 と のつながりを

作ること 。 

 

（１） 産 が える課題 

 知度の い が れ りがちなこと。 により くの を知ってもらう 会が減っ

てしまったこと。 産 と の が いという産 の みが か ていないということ。

これらは に 型 ル の 行 日本で から しまれる のようなものではなか

ったり、 産 に な方が い と があると考えられる。 

 

） する の  

 れ り 知度の い を った ー考 をし、一口分の の提 をする。

市内の産 で同 の ン を行い、 一 で開 する。 り上 の 大で ッ ンカーな

による商 の 大も に れる。また、 ー考 については な からも ン

ー をとって ー ンを にする。また、 産 と のふれあいの場としての

もあり、味わった を作った 産 本人に を えたりできるような 会でもあると

いう を つ。 

JAの 、 産 の方 、産 の 業 の方 の 力のもと、 業内 ン ーのような

で開 し、クラ ドフ ンディングな で資 調 をすることも に れる。 

 

） かす、 す み 

 れ り を うとはいっても産 の みである さを なわない を し、 産

の 前がわかるような を用 し、 産 それ れがブランドとして愛されるように

する。 

 

） 産 と について 

 ラ市な で 性 が られたこともあったが、 へ りに自発的に行動してい

る 産 は限られており、 産 の みになるような を から えていくのが最 な

ため、 ン はそのための 会となる。 

 

SDG  to convey to children 

Nozomi Sago ,Rion Nagura ,Ami Takenaka     Aichi Gakusen college 
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味・ がもてる を通して行うことがぶれないように行った。「こ もまつり」で実施し

た 15の は 1の通りである。 

1 「こ もまつり」 の内  

  SSDDGG のの目目   ああそそ のの内内   

あそ １ 目  な と を世界 に きれいなお を うと うなるのかな  

あそ ２ 目 10 人 国の をなくそう ー ーにな う 

あそ  目  す ての人に と を ンを っつけてワク ンを けよう 

あそ  目 15 の かさを う をきれいにして動 たちを にしよう 

あそ  目 12 つくる つかう  分別して を作 う  

あそ  目  の高い教育をみ なに より い教育で を えよう  

あそ  目 13 動に 的な を さ て動 たちを助けよう  

あそ  目 ２ を に ラ ラ ックさ  

あそ  目  きがいも経済成 も はたらくって う  

１ 目  ン ー を実現しよう きなものは き を大 にしよう 

２ 目 11 み けられるまちづくりを ッく のまちの り 

 目 １ をなくそう を大 にしよう さないで よう 

１ 目 17 ー ー ッ で目 を 成しよう ラカ 作りをしよう 

２ 目 16 と をす ての人に 世界に とつ けの りを作 う 

 目 14 の かさを う がきれいって ちいい  

 

5.まとめ 

たちは「こ もまつり」という ン を通して実 したが、SDGsは日 活の での

の ち方 行動することが 要 と考える。 たちは、 から保育 として人 成の基

を う の子 もに わっていく。保育 が SDGsの考え方をもち、子 ものモデルとして

行動することで、子 もが SDG を に じたり、 味・ をもったりするようになるの

と う。子 もが、当たり前のように「地 は自分たちで る」という をもてるように

保育をしていきたいと考えるが、学 教育に ま ま 保育実 においては である。 

今 くの 教育の現場で、 を通した SDGsを実 してもらえるよう発 していくこと

が課題であると考える。 

 

考  

学 示 62 . 教育要 成 29年 示 .フ ー ル .2017 

示 117 .保育 保育指針 成 29年 示 . ー ル .2017 

ンド .こ も SDG . 会 カン ン.2020 
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（２） の について 

 商品、 ( 通)、価 、 について 定する 

 

a) 商品について 

の一品ものを 2、3個。 み は を用 する。 品を 用する。

ーは から める。そして を し、 品で作れそうなものを ック

ッ する。ここで 品の 用に際した 定という ラ ーンの  

を ーの さで していく。 

 

） について 

  前日 った 材を する。 った 材を 産 の方には ち ら に い取ら ていた

く。その上で うしても りない素材があるときは 場で する 

 

）価 について 

  ワン ンで なものにする。なる く の ン で価 がないようにする。 

 

） について 

  岡崎の にある JAの の に でいる人( れ、高齢 )を 定し、 な

も に れる 

 

（ ） クについて 

  品の品 理が しいこと ラ ーンが 定であること、産 の商 から

かなり れている の 的 の取 が しいこと。品 め、日 わりで ー

ンの さで し、 ッ ンカーの 用で 的 の も に れる。 

 

考  

・JA藤 より提 していた いた との の 上ラン ング（１年分） 

 

 

 実現に際して、 しい 分はいくつかあるが、 をしっかりと作って、 を上 られる

ような ムづくりをできるような として地域産業の活性に 力できればと う。 
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